
 
平成29年３月24日 

各  位 

会 社 名 株式会社マネーパートナーズグループ 

代表者名 代表取締役社長  奥山  泰全 

(コード番号：8732 東証第一部)  

問合せ先 取締役ＣＦＯ   中西  典彦 

(TEL. ０３－４５４０－３８０４) 

 

当社子会社の「経済産業省IoT活用おもてなし実証事業に参加」に関するお知らせ 

 

本日、当社の100％子会社である株式会社マネーパートナーズソリューションズより、「経済産業省IoT

活用おもてなし実証事業に参加～訪日外国人旅行者の受入れに向けたIoTプラットフォームの活用～」を

発表したことをお知らせいたします。 

 

以 上  
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2017年3月24日 

各 位 

 

会社名 株式会社マネーパートナーズソリューションズ 

住所 東京都港区六本木三丁目２番１号 

住友不動産六本木グランドタワー33階 

代表者 代表取締役社長  小西 啓太 

問合先 サービス推進部    武田 知久 

(TEL.03-4540-3892) 

 

経済産業省ＩｏＴ活用おもてなし実証事業に参加 
～訪日外国人旅行者の受入れに向けたＩｏＴプラットフォームの活用～ 

 
株式会社マネーパートナーズソリューションズ（本社：東京都港区 代表取締役社長：小西 啓太 以下、当

社）は、経済産業省により公募された平成 28 年度補正予算「IoT を活用した新ビジネス創出推進事業（IoT 活用

おもてなし実証事業）」（以下、おもてなし実証事業という）に係る実施事業者として採択された株式会社ワイヤ

レスゲート（本社：東京都品川区 代表取締役 CEO：池田 武弘 以下、ワイヤレスゲート）を代表機関とした

複数社での共同事業を、以下の通り実施いたします。 
 

当社は今回のおもてなし実証事業おいて、浅草六区ブロードウェイ商店街振興組合を中心とした複数の民間

企業からなる協業コンソーシアム「EAST TOKYO FUN」（以下、コンソーシアムという）に参画いたします。 
当コンソーシアムでは、東京都東エリア周辺（羽田空港、東京湾、隅田川、浅草周辺地域）を EAST TOKYO

エリアと位置付け、2020 年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、外国人旅行者等の受入、環境向上、

回遊、消費促進・安全対策などの地域産業の活性寄与を目指します。 
 

おもてなし実証事業並びにコンソーシアムにおける取組では、2017 年 2 月に実施した「浅草おもてなしプロ

ジェクト」モニターツアーを継続することで、舟運を活用して羽田空港から浅草六区までの新たな動線を創出す

るとともに、浅草周辺地域の協力を得てエンターテインメント分野を中心に、「通信」「通貨」「言語」「認証」「体

験プログラム」をテーマにした訪日外国人旅行者のためのストレスフリートラベルツアーを実施します。 
また、ストレスフリートラベルツアーでは、観光の「見える化」として観光各所へのデジタルサイネージの

設置や、スマホアプリによるサービス拡充を図る予定です。 
尚、今回のおもてなし実証事業への参加に伴い、経済産業省の平成 27 年度補正予算「IoT 推進のための新ビ

ジネス創出基盤整備事業」により事前に整備された、おもてなしプラットフォームを活用することが可能になり、

全国各地の観光にて本人の意思により同意取得された属性情報や、各事業者・地域が収集した利用者の履歴情報

との連携を行うことで、日本に訪れた訪日外国人旅行者向けに更なる充実したサービス提供を目指す予定です。 
 

当社は、当コンソーシアムにおいて、システム基盤となるローカルプラットフォームシステムおよび観光案

内ページを担当し、訪日外国人旅行者向けの安全・便利なサービスを提供してまいります。 
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以 上 
 
■おもてなしプラットフォームとは 
 経済産業省の平成 27 年度補正予算「IoT 推進のための新ビジネス創出基盤整備事業 
(IoT 活用おもてなし実証事業)」の一環として推進中の事業です。 
おもてなしプラットフォームの概要：http://miqip-info.jp/business/ 
（実証事業の概要の紹介ページになります。） 
 
＜おもてなしプラットフォームの仕組み＞ ※おもてなしプラットフォーム紹介ページより抜粋 
「おもてなしプラットフォーム」は、利用者である訪日観光客の意思に基づき、登録された属性情報や、各事業

者・地域が収集した利用者の履歴情報の共有、活用が可能です。 
「おもてなしプラットフォーム」へ登録した訪日観光客は、接続する事業者・地域のサービス利用時、同じ情報

を再度登録する必要がありません。また、「おもてなしプラットフォーム」では、標準化された認証方式の採用、 
API の提供等、セキュリティを確保し、安価に接続可能な方法を提供しています。 
 

 
 

■EAST TOKYO FUN 協業コンソーシアム 

〇代表機関    

：株式会社ワイヤレスゲート 

〇地域関係機関  

：六区ブロードウェイ商店街振興組合 

〇事務局     

：株式会社ＡｐｐＧＴ 

〇ローカルプラットフォームシステム開発     

：株式会社マネーパートナーズソリューションズ 

〇コンテンツ開発     

：株式会社Ｍビジュアル 

〇ツアー・イベント     

：セグラスツーリズムエージェンシー株式会社 

〇その他     

：浅草おもてなしプロジェクト並びに関係協力企業 

 

■観光案内ページ（サイネージ・アプリ画面イメージ） 
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